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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器の口部に固定される基部を有し当該基部から起立する周壁の内側に口部に通じる通
路が形成された装着体と、周壁の周りを回転可能な回転筒を有しその上端と共に環状の開
口部を形成する障壁を複数のアーム片によって回転筒に連結することで、口部に通じる複
数の振出孔が形成された外装体とを備え、
　当該外装体は、環状の開口部に沿ってその開口領域内を延在するプレート部を有し、そ
の一端が上下振動を許容するように外装体に対して片持ち支持されており、
　当該プレート部は、その下端面には、下向きに突出する突起部が設けられており、
　プレート部の下端面と対向する位置には、当該プレート部の下端面に設けられた突起部
が嵌合しその嵌合が外装体の回転に伴い乗り越え可能な複数の突起部からなるラック部が
設けられていることを特徴とする振出容器用キャップ。
【請求項２】
　請求項１において、プレート部は、その他端が振出孔の外観形状を形作る開口領域内に
位置するように配置されていることを特徴とする振出容器用キャップ。
【請求項３】
　請求項２において、プレート部は、その延在方向に沿って間隔を空けて外装体の回転中
心に向かって突出する複数の凸部を有することを特徴とする振出容器用キャップ。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、ラック部は、装着体に設けられていることを
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特徴とする振出容器用キャップ。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、ラック部は、装着体の内側に配置された部材
に設けられていることを特徴とする振出容器用キャップ。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項において、ラック部の突起部は、プレート部の突起部と
共にラチェット構造を構成するものであることを特徴とする振出容器用キャップ。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項において、容器を備えることを特徴とする振出容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、調味料等の粉体を内容物とする振出容器に用いられるキャップ及び
、それを装着する振出容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　容器の口部に装着されるキャップに開口孔を形成し、この開口孔を容器に収納された粉
体の振出孔として利用するものは既知である（例えば、特許文献１及び特許文献２参照）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公昭６２－３８９３０号公報
【特許文献２】特開２００１－１２８８６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、こうした従来のキャップは、振出孔が目詰まりすると、内容物を振り出
すことができないという問題があった。また、こうした問題を解消するためには、細い棒
材等を用いてこれを取り除く等の煩雑な作業が必要となるため、使い勝手の点において改
善の余地があった。
【０００５】
　本発明の目的とするところは、振出孔に目詰まりした粉体を容易に取り除くことで、使
い勝手の良好な振出容器用キャップ及びそれを備える容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の振出容器用キャップは、容器の口部に固定される基部を有し当該基部から起立
する周壁の内側に口部に通じる通路が形成された装着体と、周壁の周りを回転可能な回転
筒を有しその上端と共に環状の開口部を形成する障壁を複数のアーム片によって回転筒に
連結することで、口部に通じる複数の振出孔が形成された外装体とを備え、
　当該外装体は、環状の開口部に沿ってその開口領域内を延在するプレート部を有し、そ
の一端が上下振動を許容するように外装体に対して片持ち支持されており、
　当該プレート部は、その下端面には、下向きに突出する突起部が設けられており、
　プレート部の下端面と対向する位置には、当該プレート部の下端面に設けられた突起部
が嵌合しその嵌合が外装体の回転に伴い乗り越え可能な複数の突起部からなるラック部が
設けられていることを特徴とするものである。
【０００７】
　本発明の振出容器用キャップによれば、プレート部は、その他端が振出孔の外観形状を
形作る開口領域内に位置するように配置させることができる。
【０００８】
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　また、本発明の振出容器用キャップによれば、プレート部は、その延在方向に沿って間
隔を空けて外装体の回転中心に向かって突出する複数の凸部を有するものとすることがで
きる。
【０００９】
　本発明に係る、ラック部の配置については、プレート部の下端面と対向する位置に配置
することできれば、その配置位置については、限定されることがない。従って、ラック部
の配置については、振出容器用キャップとしての構成に応じて適宜、選択することができ
る。従って、本発明の振出容器用キャップによれば、ラック部は、装着体に設けることが
でき、或いは、装着体の内側に配置された部材に設けることもできる。
【００１０】
　更に、本発明の振出容器用キャップによれば、ラック部は、アーム部材の突起部と共に
ラチェット構造を構成するものとすることができる。
【００１１】
　また、本発明の振出容器は、上述した振出容器用キャップに容器を備えるものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の振出容器用キャップによれば、振出孔に目詰まりが生じたとき、容器の口部に
固定された装着体に対して外装体を回転させれば、外装体に片持ち支持されたプレート部
が、その下端面と対向する位置に設けられたラック部の突起部を乗り越える度に、振出孔
の内側を上下に微振動することで、目詰まりが取り除かれる。
【００１３】
　従って、本発明によれば、振出孔に目詰まりした粉体を容易に取り除くことができるこ
とで、使い勝手の良好な振出容器用キャップ及びそれを備える容器を提供することができ
る。
【００１４】
　特に、本発明の振出容器用キャップによれば、振出孔が環状の開口部をアーム片で仕切
った構成とすると共に、プレート部も環状の開口部に沿ってその開口領域内を延在するた
め、外装体の回転操作を有効利用することで、粉体を効率的に取り除くことができるから
、更に使い勝手を良好なものにすることができる。
【００１５】
　また、本発明の振出容器用キャップによれば、プレート部を、その延在方向に沿って間
隔を空けて外装体の回転中心に向かって突出する複数の凸部を有するものとすれば、粉体
の取り出しに要する面積を広く確保しつつ、アーム部材の表面積も広く確保することがで
きることで、更に使い勝手を良好なものにすることができる。
【００１６】
　本発明の振出容器用キャップにおいて、ラック部を装着体に設ければ、構成の簡素化を
図りつつ、更に使い勝手を良好なものにすることができる。
　また、本発明の振出容器用キャップにおいて、ラック部を装着体の内側に配置された部
材に設ければ、構成の複雑なものにも対応させることができることにより、例えば、内容
物を粉砕して振り出すような、ミル機能（粉砕機能）のような副次的な機能を持たせつつ
、更に使い勝手を良好なものにすることができる。
【００１７】
　本発明の振出容器用キャップにおいて、ラック部の突起部をプレート部の突起部と共に
ラチェット構造を構成するものとすれば、外装体の回転方向を一方向に規制することがで
きる。この場合、例えば、外装体の回転方向を、プレート部の片持ち支持側から他端に向
かうように規制すれば、スムーズな回転操作が実現できるため、更に使い勝手を良好なも
のにすることができる。
【００１８】
　更に、上述した振出容器用キャップを備える容器からなる振出容器によれば、上述の効
果を奏する優れた振出容器を提供できる。
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【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一形態である、ホールタイプ振出容器用キャップを備える振出容器を示
す平面図である。
【図２】同形態に係るキャップ周囲を一部断面で示す側面図である。
【図３】(a),(b)はそれぞれ、同形態に係るキャップ及びその要部を拡大して示す斜視図
と、同形態に係るアーム部材とラック部との関係を模式的に示す要部断面図である。
【図４】本発明の他の形態である、ミルタイプ振出容器用キャップを備える振出容器を示
す平面図である。
【図５】同形態に係るキャップ周囲を一部断面で示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して、本発明の各形態をそれぞれ、詳細に説明する。
【００２１】
　図１にて、１０は、本発明の第１の形態である、ホールタイプ振出容器用キャップ（以
下、「ホールキャップ」）である。
【００２２】
　１１は、容器３０の口部３１に装着される円筒形の装着体である。装着体１１は、容器
３０の口部３１を取り囲んで当該口部３１に固定される基部１１ａを有し、この基部１１
ａから周壁１１ｂを一体に起立させることで、その内側に、口部開口Ａ1に通じる内部通
路Ｒ1が形成される。基部１１ａと周壁１１ｂとの間は、隔壁１１ｃにより仕切られてお
り、この隔壁１１ｃには、周壁１１ｂの内側に形成された通路Ｒ1を口部開口Ａ1に通じさ
せる開口部Ａ2が形成されている。
【００２３】
　なお、本形態では、装着体１１は、基部１１ａを口部３１にねじ付けることで固定され
ているが、固定手段は、凹凸や凸同士の嵌合等の様々な手段を採用できる。
【００２４】
　１２は、装着体１１の周りを回転可能な外装体である。外装体１２は、図２に示すよう
に、装着体１１の周壁１１ｂを取り囲んで、この周壁１１ｂの周りを回転可能な回転筒１
２ａを有する。回転筒１２ａは、その上端１２ｂが、図１に示すように、回転軸線Ｏに向
かって縮径し、その内側に円形の開口部（図１に示す”φ”）を形成する。また、上端１
２ｂは、図１に示すように、周壁１１ｂの上端に形成されたフランジ部１１ｄに、環状シ
ール部１２ｃを介して摺動可能に保持されている。
【００２５】
　更に、外装体１２は、図１等に示すように、上端１２ｂの内側に形成された、上記円形
の開口部（以下、「開口部φ」）よりも小径の障壁１２ｄを有する。障壁１２ｄは、円形
の開口部φと共に環状の開口部Ａ3を形成し、複数（本形態では、図２に示すように４つ
）のアーム片１２ｅによって上端１２ｂに連結されることで、アーム片１２ｅによって仕
切られた、口部３１に通じる長孔状の複数（本形態では、図２に示すように４つ）の振出
孔Ａ4が形成される。
【００２６】
　なお、本形態では、障壁１２ｄは、図１に示すように、下方（口部３１）に向かってド
ーム状に膨出させることで、その外表面１２ｄ1が環状の開口部Ａ3の全周に亘って均等に
拡張することで、４つの振出孔Ａ4にそれぞれ、内容物たる粉体を均等に分配できるよう
に構成している。
【００２７】
　また、外装体１２は、図２等に示すように、環状の開口部Ａ3に沿ってその開口領域内
を延在するプレート部１２ｐを有する。プレート部１２ｐは、例えば、図３(a)に示すよ
うに、その一端１２ｐ1が上下方向の振動を許容するように外装体１２（本形態では、ア
ーム片１２ｅの下部）に対して片持ち支持されていると共に、その他端１２ｐ2が、図２
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に示すように、振出孔Ａ4の外観形状を形作る開口領域内に位置するように配置されてい
る。
【００２８】
　また、プレート部１２ｐは、図２等に示すように、その延在方向に沿って間隔を空けて
外装体１２の回転中心Ｏに向かって突出する複数の凸部１２ｈを有する（図２，３では、
例示的に１つのプレート１２ｐについてのみ表示する。）。なお、凸部１２ｈは、外装体
１２の回転中心Ｏから放射状に突出するものとすることもでき、更に、プレート１２ｐを
横断するように、回転中心Ｏに向かって突出させると共に、回転中心Ｏから放射状に突出
させるように構成することもできる。更に、この凸部１２ｈをプレート部１２ｐの両側か
ら突出させる際には、プレート部１２ｐの延在方向に対して線対称とすることも、非対称
とすることもできる。更に、凸部１２ｈの個数についても少なくとも１つあればよい。
【００２９】
　更に、プレート部１２ｐの下端面１２ｆには、図３(b)等に示すように、下向きに突出
する突起部１２ｎが設けられている。これに対し、プレート部１２ｐの下端面１２ｆと対
向する位置にある、装着体１１のフランジ部１１ｄには、ラック部１３が設けられている
。ラック部１３は、プレート部１２ｐに設けられた突起部１２ｎが嵌合しその嵌合が外装
体１２の軸線Ｏ周りでの回転に伴い乗り越え可能な複数の突起部１３ｎからなる。
【００３０】
　ラック部１３の突起部１３ｎは、外装体１２を軸線Ｏ周りにどちらに回転させることも
できるように、線対称な山形断面のとすることも可能であるが、本形態では、外装体１２
の回転方向を一方向に規制すべく、プレート部１３の突起部１３ｎと共にラチェット構造
を構成する。この場合、外装体１２の回転方向は、プレート部１２ｐの片持ち支持側１２
ｐ1から他端１２ｐ2に向かうように規制される。
【００３１】
　本形態のホールキャップ１０によれば、振出孔Ａ4（Ａ3）に目詰まりが生じたとき、容
器３０の口部３１に固定された装着体１１に対して外装体１２を軸線Ｏ周りに回転させれ
ば、外装体１２に片持ち支持されたプレート部１２ｐが、その下端面と対向する位置に設
けられたラック部１３の突起部１３ｎを乗り越える度に、図３(b)の矢印に示すように、
振出孔Ａ4（Ａ3）の内側を上下に微振動することで、目詰まりが取り除かれる。
【００３２】
　従って、本形態によれば、振出孔Ａ4（Ａ3）に目詰まりした粉体を容易に取り除くこと
ができることで、使い勝手の良好な振出容器用キャップ１０及びそれを備える容器を提供
することができる。
【００３３】
　特に、本形態の如く、振出孔Ａ4が環状の開口部Ａ3をアーム片１２ｅで仕切った構成と
すると共に、プレート部１２ｐも環状の開口部Ａ3に沿ってその開口領域内を延在するた
め、外装体１２の回転操作を有効利用することで、粉体を効率的に取り除くことができる
から、更に使い勝手を良好なものにすることができる。
【００３４】
　また、本形態の如く、プレート部１２ｐを、その延在方向に沿って間隔を空けて外装体
１２の回転中心Ｏに向かって突出する複数の凸部１２ｈを有するものとすれば、粉体の取
り出しに要する面積を広く確保しつつ、アーム部材１２ｅの表面積も広く確保することが
できることで、更に使い勝手を良好なものにすることができる。
【００３５】
　加えて、本形態のように、ラック部１３を装着体１１に設ければ、構成の簡素化を図り
つつ、更に使い勝手を良好なものにすることができる。なお、１４は、外装体１２に着脱
可能なオーバーキャップである。
【００３６】
　図４にて、２０は、本発明の第２の形態である、ミルタイプ振出容器用キャップ（以下
、「ミルキャップ」）である。なお、以下の説明において、第１の形態と同一部分は、同
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一符号をもって、その説明を省略する。
【００３７】
　２１は、第１の形態と同様、容器３０の口部３１に装着される円筒形の装着体である。
装着体２１も、容器３０の口部３１を取り囲んで当該口部３１に固定される基部２１ａを
有し、この基部２１ａから周壁２１ｂを一体に起立させることで、その内側に、口部開口
Ａ1に通じる内部通路Ｒ1が形成される。基部２１ａと周壁２１ｂとの間も、隔壁２１ｃに
より仕切られており、この隔壁２１ｃにも、周壁２１ｂの内側に形成された通路Ｒ1を口
部開口Ａ1に通じさせる開口部Ａ2が形成されている。
【００３８】
　なお、本形態も、装着体２１は、基部２１ａを口部３１にねじ付けることで固定されて
いるが、固定手段は、凹凸や凸同士の嵌合等の様々な手段を採用できる。
【００３９】
　２２も、第１の形態と同様、装着体２１の周りを回転可能な外装体である。外装体２２
も、図５に示すように、装着体２１の周壁２１ｂを取り囲んで、この周壁２１ｂの周りを
回転可能な回転筒２２ａを有する。回転筒２２ａも、第１の形態と同様、その上端２２ｂ
が、図４に示すように、回転軸線Ｏに向かって縮径し、その内側に円形の開口部（図１に
示す”φ”）を形成する。また、上端２２ｂは、図４に示すように、周壁２１ｂの上端２
１ｄに、環状シール部２２ｃを介して摺動可能に保持されている。
【００４０】
　更に、外装体２２は、図４等に示すように、上端２２ｂの内側に形成された、上記円形
の開口部（以下、「開口部φ」）よりも小径の障壁２２ｄを有する。障壁２２ｄも、第１
の形態と同様、円形の開口部φと共に環状の開口部Ａ3を形成し、複数（本形態では、図
４に示すように４つ）のアーム片２２ｅによって上端２２ｂに連結されることで、アーム
片２２ｅによって仕切られた、口部３１に通じる長孔状の複数（本形態では、図２に示す
ように４つ）の振出孔Ａ4が形成される。
【００４１】
　本形態は、装着体２１と外装体２２との間には、粉砕機構２５が設けられている。粉砕
機構２５は、装着体２１の周壁２１ｂの内側に固定された固定粉砕部（凹型グラインダ）
２５ａと、外装体２１の障壁２２ｄに固定された可動破砕部（凸型グラインダ）２５ｂと
で構成される。これにより、本形態では、外装体２２を軸線Ｏ周りに回転させると、例え
ば、粒胡椒等を内容物とした場合、その粉砕粒を、振出孔Ａ4を通して振り出すことがで
きる。
【００４２】
　なお、本形態でも、障壁２２ｄに設けた可動粉砕部２５ｂが、固定粉砕部２５ａと共に
、図４に示すように、下方（口部３１）に向かって先細りに形作られることで、その刃先
表面が環状の開口部Ａ3の全周に亘って均等に拡張することで、４つの振出孔Ａ4にそれぞ
れ、内容物たる粉体を均等に分配できるように構成している。
【００４３】
　また、外装体２２も、第１の形態と同様、図５等に示すように、環状の開口部Ａ3に沿
ってその開口領域内を延在するプレート部１２ｐを有し、その下端面１２ｆに設けた突起
部１２ｎがラック部１３に設けた突起部１３ｎに、外装体２２の軸線Ｏ周りでの回転に伴
い乗り越え可能に嵌合している。
【００４４】
　なお、本形態に係るラック部１３は、固定粉砕部２５ａに固定されることで、装着体１
１に対して間接的に固定されている。
【００４５】
　本形態のミルキャップ２０によれば、第１の形態と同様、振出孔Ａ4（Ａ3）に目詰まり
が生じたとき、外装体２２を軸線Ｏ周りに回転させれば、外装体２２に片持ち支持された
プレート部１２ｐが、その下端面と対向する位置に設けられたラック部１３の突起部１３
ｎを乗り越える度に、図３(b)の矢印に示すように、振出孔Ａ4（Ａ3）の内側を上下に微
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振動することで、目詰まりが取り除かれる。
【００４６】
　従って、本形態によっても、振出孔Ａ4（Ａ3）に目詰まりした粉体を容易に取り除くこ
とができることで、使い勝手の良好な振出容器用キャップ及びそれを備える容器を提供す
ることができる。
【００４７】
　特に、本形態では、外装体２２の回転に伴う破砕と同時に、粉体を効率的に取り除くこ
とができるから、更に使い勝手を良好なものにすることができる。
【００４８】
　また、本形態の如く、ラック部１３を装着体２１の内側に配置された部材（固定粉砕部
２５ａ）に設ければ、構成の複雑なものにも対応させることができることにより、例えば
、本形態のように、内容物を粉砕して振り出すような、ミル機能（粉砕機能）のような副
次的な機能を持たせつつ、更に使い勝手を良好なものにすることができる。なお、２４は
、外装体２２に着脱可能なオーバーキャップである。
【００４９】
　上述したところは、本発明の一形態を示したにすぎず、本発明に従えば、種々の変更を
加えることができる。例えば、本発明に従えば、ラック部１３は、本形態の如く、軸線Ｏ
周りに形成された環状体は勿論、軸線Ｏ周りに間欠的に配置された複数のものとすること
もできる。また、ラック部１３の配置については、プレート部１２ｐの下端面１２ｆと対
向する位置に配置することできれば、その配置位置については、限定されない。即ち、ラ
ック部１３の配置については、上述の各形態で説明のとおり、振出容器用キャップとして
の構成に応じて適宜、選択することができる。更に、振出孔Ａ4の個数は、内容物の粒状
径等に応じて、適宜、変更することができる。また、振出孔Ａ4の形状も外装体の形状と
併せ、適宜変更させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、振出孔を通して内容物を振り出せるキャップであれば、様々な種類のキャッ
プに適用させることができる。振り出される内容物も、粉体（粒状体）であれば、塩や胡
椒等の調味料等の様々なものを採用できる。
【符号の説明】
【００５１】
　１０　　ホールキャップ
　１１　　装着体
　１１ａ　基部
　１１ｂ　周壁
　１１ｃ　隔壁
　１１ｄ　フランジ部
　１２　　外装体
　１２ａ　回転筒
　１２ｂ　回転筒上端
　１２ｄ　障壁
　１２ｅ　アーム片
　１２ｆ　プレート部下端面
　１２ｈ　凸部
　１２ｎ　突起部
　１２ｐ　プレート部
　１２ｐ1 プレート部の一端
　１２ｐ2 プレート部の他端
　１３　　ラック部
　１３ｎ　突起部



(8) JP 5415375 B2 2014.2.12

10

　１４　　オーバーキャップ
　２０　　ミルキャップ
　２１　　装着体
　２１ａ　基部
　２１ｂ　周壁
　２１ｃ　隔壁
　２２　　外装体
　２２ａ　回転筒
　２２ｂ　回転筒上端
　２２ｄ　障壁
　２４　　オーバーキャップ

【図１】 【図２】
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【図５】
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